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声
を
上
げ
る
背
景
と
な
っ
た
。

　

実
際
、
積
算
見
直
し
や
設
計
労
務
単
価
に
も
影
響
を

与
え
た
、
社
会
保
険
加
入
促
進
活
動
と
法
定
福
利
費
を

別
枠
計
上
し
た
見
積
内
訳
書
提
出
の
浸
透
は
、
一
方
の

当
事
者
で
、
実
行
の
難
し
さ
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
専

門
工
事
業
界
が
、
内
部
の
異
論
を
抑
え
込
み
な
が
ら
旗

振
り
役
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
雇
用
関
係
が
曖
昧
だ
っ

た
、
親
方
（
職
長
）
を
長
と
す
る
複
数
班
を
自
社
の
供

給
力
と
す
る
一
方
、
職
人
の
貸
し
借
り
も
行
う
、
従
来

の
商
慣
習
が
壊
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
も
承
知
で
、
社

会
保
険
加
入
促
進
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
後
に
起
き
た
悲
し
い
出
来
事
は
も
う
二
度
と
起

こ
さ
な
い
と
い
う
決
意
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

大
手
元
請
団
体
の
脱
談
合
の
取
組
み
に
続
い
て
、
専

門
工
事
業
界
も
、
後
に
は
引
け
な
い
背
水
の
陣
に
自
ら

を
追
い
込
ん
だ
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
建
設
産
業
界
は
減

少
の
一
途
を
た
ど
る
公
共
工
事
市
場
に
加
え
、
そ
れ
ま

で
建
設
市
場
規
模
維
持
の
希
望
の
光
だ
っ
た
民
間
市
場

も
突
如
、
市
場
が
縮
小
し
始
め
同
時
に
資
金
繰
り
も
悪

化
す
る
、
先
の
見
え
な
い
状
況
に
直
面
。
元
請
と
下
請

の
経
営
者
は
、
資
金
繰
り
の
た
め
利
益
よ
り
も
受
注
を

優
先
し
た
。
そ
の
結
果
、
元
請
の
受
注
単
価
は
下
落
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
下
請
単
価
も
下
が
っ
た
。
最
終
的

に
は
、
単
価
の
急
激
な
下
落
と
日
給
月
給
の
収
入
の
不

安
定
さ
に
嫌
気
を
さ
し
た
、
親
方
や
職
人
は
自
ら
辞
め

激
化
を
招
く
。
事
態
を
重
く
見
た
国
土
交
通
省
は
、
資

金
繰
り
や
技
術
者
と
い
っ
た
視
点
で
ダ
ン
ピ
ン
グ
（
過

度
な
安
値
受
注
）
対
策
を
打
ち
出
し
た
ほ
か
、
最
終
的

に
は
失
格
基
準
に
相
当
す
る
特
別
重
点
調
査
導
入
に
も

踏
み
切
っ
た
。

　

公
共
工
事
市
場
で
先
行
き
の
不
透
明
さ
が
拡
大
す
る

な
か
、
建
設
市
場
規
模
そ
の
も
の
を
維
持
・
支
え
続
け

た
の
が
、
民
間
工
事
だ
っ
た
。
し
か
し
二
〇
〇
七
年
の

米
・
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
危
機
を
き
っ
か
け
に
し
た

世
界
同
時
株
安
、
一
年
後
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

っ
て
、
日
本
企
業
の
設
備
投
資
意
欲
は
一
気
に
止
ま
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
日
本
は
円
高
を
筆
頭
に
し
た
「
デ
フ
レ

不
況
」
の
な
か
、
大
幅
な
景
気
後
退
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

当
然
、
公
共
工
事
市
場
低
迷
を
民
間
工
事
市
場
で
支
え

る
構
図
だ
っ
た
建
設
産
業
界
も
、
こ
の
影
響
を
直
接
受

け
た
。

　

民
間
発
注
者
の
建
設
投
資
案
件
が
急
減
す
る
こ
と
で

民
間
建
設
市
場
規
模
が
急
激
に
縮
小
し
た
ほ
か
、
施
工

途
中
案
件
は
「
凍
結
」
扱
い
が
続
出
し
た
。「
中
止
」
な

た
ほ
か
、
経
営
者
も
経
営
を
維
持
す
る
た
め
職
人
の
リ

ス
ト
ラ
や
そ
れ
ま
で
支
払
っ
て
き
た
社
会
保
険
料
の
支

払
い
を
止
め
る
ケ
ー
ス
も
続
出
し
た
。

　

世
界
同
時
株
安
、
長
引
く
デ
フ
レ
不
況
、
円
高
を
筆

頭
に
し
た
産
業
界
の
六
重
苦
な
ど
か
ら
、
建
設
産
業
界

も
、
社
会
保
険
加
入
な
ど
の
担
い
手
確
保
・
育
成
、
政

府
が
け
ん
引
す
る
働
き
方
改
革
に
連
動
し
た
生
産
性
向

上
な
ど
様
々
な
取
組
み
も
合
わ
せ
、
環
境
は
好
転
、
好

循
環
の
流
れ
が
大
企
業
か
ら
中
小
元
請
や
専
門
工
事
業

者
ま
で
波
及
す
る
、「
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
（
し
た
た
り
落

ち
る
効
果
）」
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
が
、
大
企
業
、
中
堅
企
業
、
中
小
企
業
い

ず
れ
の
企
業
規
模
別
で
も
、
売
上
げ
に
対
す
る
本
業
の

儲
け
の
割
合
を
示
す
、
売
上
高
営
業
利
益
率
が
急
速
に

改
善
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
さ
に
過
去
「
利
益
な

き
繁
忙
」
と
嘆
い
た
構
図
か
ら
完
全
に
脱
却
し
た
と
言

え
る
。

　

し
か
し
建
設
産
業
界
に
と
っ
て
、「
市
場
縮
小
」
↓

「
価
格
ダ
ン
ピ
ン
グ
」
↓
「
工
期
ダ
ン
ピ
ン
グ
」
↓
「
収

益
悪
化
」
と
い
う
過
去
の
悪
夢
再
来
の
不
安
が
完
全
に

消
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
政
府
、
国
土
交
通
省
が
、
建

設
産
業
界
で
の
生
産
性
向
上
支
援
を
強
く
打
ち
出
し
、

働
き
方
改
革
の
取
組
み
に
連
動
し
た
『
建
設
工
事
に
お

け
る
適
正
な
工
期
設
定
等
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』

ダ
ン
ピ
ン
グ
は「
収
益
の
源
泉
放
棄
」

ら
現
場
を
引
き
上
げ
、
別
の
現
場
に
振
り
分
け
る
こ
と

も
可
能
だ
が
、「
凍
結
」
の
場
合
、
解
除
に
備
え
る
必
要

が
あ
る
か
ら
だ
。
更
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
本
質
は

金
融
危
機
の
た
め
、
市
中
に
回
る
資
金
量
も
減
少
す
る
。

資
金
調
達
の
担
保
が
受
注
工
事
そ
の
も
の
の
ケ
ー
ス
が

ほ
と
ん
ど
の
中
小
建
設
業
は
、
担
保
不
足
と
資
金
量
の

減
少
な
ど
か
ら
、
資
金
繰
り
が
急
速
に
悪
化
し
た
。

　

建
設
産
業
界
に
と
っ
て
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
前
か

ら
、
特
に
公
共
工
事
市
場
で
様
々
な
問
題
が
大
き
く
膨

ら
ん
で
い
た
こ
と
は
、
国
土
交
通
省
が
二
〇
〇
七
年
六

月
に
ま
と
め
た
政
策
の
考
え
方
『
建
設
産
業
政
策
２
０ 

０
７
』
か
ら
も
明
ら
か
だ
っ
た
。『
建
設
産
業
政
策
２
０ 

０
７
』
で
強
調
さ
れ
た
、
建
設
投
資
の
急
激
な
減
少
の

な
か
で
の
「
過
剰
供
給
構
造
、
再
編
・
淘
汰
は
不
可
避
」

「
将
来
の
担
い
手
不
足
へ
の
懸
念
」
は
、
そ
れ
ま
で
公
式

的
に
は
、
元
請
に
逆
ら
わ
ず
口
を
つ
ぐ
ん
で
き
た
専
門

工
事
業
者
（
下
請
）
が
、
国
土
交
通
省
に
対
し
大
き
な

ル
ビ
コ
ン
川
を
渡
っ
た
建
設
産
業

を
策
定
、「
工
期
ダ
ン
ピ
ン
グ
」
防
止
の
意
思
表
示
を
強

く
し
て
い
る
の
が
、
な
に
よ
り
の
証
拠
だ
。

　

今
後
、
▽
適
正
工
期
の
定
義
▽
不
当
に
低
い
工
期
に

よ
る
請
負
契
約
禁
止
に
違
反
し
た
場
合
の
注
文
者
へ
の

勧
告
制
度
▽
主
任
技
術
者
配
置
要
件
合
理
化
へ
新
制
度

創
設 

│ 

を
盛
り
込
ん
だ
建
設
業
法
改
正
の
検
討
も

進
む
。

　

工
期
ダ
ン
ピ
ン
グ
が
最
も
大
き
な
問
題
だ
と
指
摘
さ

れ
る
理
由
の
一
つ
は
、
建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
で
工
期
短

縮
を
可
能
に
す
る
様
々
な
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
は
施
工
企

業
に
と
っ
て
、
受
注
競
争
に
勝
ち
収
益
の
源
泉
で
も
あ

る
な
か
で
、
工
期
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
よ
っ
て
企
業
は
こ
の

収
益
の
源
泉
そ
の
も
の
を
放
棄
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら

だ
。
ま
た
下
請
へ
の
悪
影
響
も
大
き
い
。

　

要
は
、
近
年
の
需
要
増
に
対
し
供
給
力
が
一
〇
〇
％

応
じ
ら
れ
な
い
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
と
政
策
支
援
で
、
上
昇

し
て
い
る
土
木
・
建
築
の
施
工
単
価
が
今
後
も
維
持
で

き
る
か
ど
う
か
だ
。
働
き
方
改
革
と
担
い
手
確
保
を
目

的
に
今
後
も
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
専
門
工
事
業
界
が
求
め

る
の
は
確
実
。
一
方
、
発
注
者
す
べ
て
が
建
設
業
界
の

内
情
を
く
み
取
っ
た
判
断
を
す
る
と
は
到
底
思
え
な
い
。

つ
ま
り
カ
ギ
は
元
請
だ
。
た
だ
個
社
の
判
断
が
業
界
全

体
に
と
っ
て
良
い
判
断
か
は
分
か
ら
な
い
。

　

元
請
各
社
の
対
応
が
、
今
後
の
建
設
産
業
界
の
行
方

を
握
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
大
局
観
を
持
っ
て
判
断

し
て
ほ
し
い
。

羮あ

つ

も

の

に
懲
り
て
膾な

ま

す

を
吹
か
な
い

大
海
の
一
滴

ひ
と        

し
ず
く

し
た
世
界
規
模
の
金
融
危
機
、
い
わ
ゆ
る
「
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
」
か
ら
一
〇
年
が
経
過
し
た
。
当
時
の
建
設

産
業
界
は
、
小
泉
政
権
発
足
後
に
鮮
明
に
な
っ
た
『
公

共
工
事
悪
玉
論
』
を
背
景
に
し
て
、「
公
共
工
事
予
算
を

削
減
し
て
そ
の
分
を
社
会
保
障
費
に
回
す
」
こ
と
で
、

公
共
工
事
市
場
は
毎
年
度
の
減
少
が
継
続
。
東
京
都
の

く
じ
引
き
入
札
は
二
〇
〇
一
年
度
六
件
に
対
し
二
〇
〇 

二
年
度
は
二
一
六
件
と
急
増
、
公
共
事
業
は
予
算
削
減

の
歯
止
め
が
き
か
な
い
な
か
で
、
中
小
企
業
を
中
心
に

競
争
激
化
と
高
落
札
率
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
な
か
、
二
〇
〇
六
年
一
月
か
ら
リ
ー
ニ
エ
ン
シ

ー
（
課
徴
金
減
免
制
度
）
導
入
な
ど
を
柱
に
し
た
改
正

独
占
禁
止
法
が
施
行
、
同
年
四
月
に
は
日
本
土
木
工
業

協
会
（
現
日
本
建
設
業
連
合
会
）
が
「
旧
来
の
し
き
た

り
か
ら
の
訣
別
」「
脱
談
合
宣
言
」
を
行
う
。

　

建
設
産
業
界
に
と
っ
て
大
激
震
だ
っ
た
脱
談
合
の
取

組
み
は
、
大
規
模
公
共
工
事
で
の
熾
烈
な
低
価
格
競
争

〇
〇
八
年
九
月
、
米
国
金
融
機
関
の
リ
ー
マ

ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
破
た
ん
、
連
鎖
的
に
発
生
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